
プログラム名 セメスター留学 

協定校名 カルガリー大学 

研修期間 令和 7 年 4 月 19 ⽇〜令和 7 年 7 月 20 ⽇ 

参加人数 学生 3 名 

実施責任者 外国語学部 
 

派遣学生は各国の留学生らとともに English Program に参加し 4 技能の向上に努め、加え
てクラス内外での主体的な学生間交流の中で、他国⽂化への理解に努めつつ、⾃分⾃⾝の⺟
国の歴史、⽂化、社会を世界に発信し、相互に理解し協調しあうことの重要性を学んだ。 

当初は、授業スタイルや各国留学生の特有のアクセント、英語を駆使して⾃らの考えの説
明や建設的な議論を⾏うことの難しさ等に⼾惑いながらも、積極的なコミュニケーションに
努め、英語力の向上等に励んだ。 

また、限られた留学期間で最大限の効用を得るために、授業外の各種アクテビティや現地
で知り合った学生らとの個人的な交流に励む学生もおり、主体的な学生交流を通じて英語力
の更なる向上に努めた学生もいた。 

⽇常生活では、⽂化的背景が異なるホストファミリーやローカルコミュニティーとの交流
を通じて多様な価値観に触れることができ、これは⾃⾝のキャリア形成に資する視野の拡大
にもつながった。 

今回の留学は、帰国後の専門的な学びへの動機づけと各学生のキャリア形成への重要な機
会となった。 
  



プログラム名 
電力工学に関する共同研究実施のためのチュラロンコン大学（タイ）へ
の学生派遣 

協定校名 チュラロンコン大学 

研修期間 令和 7 年 7 月 16 ⽇〜令和 7 年 8 月 19 ⽇ 

参加人数 2 名 

実施責任者  理工学部・電気電子工学科 益田 泰輔 
 
本プログラムは、名城大学理工学部電気電子工学科 4 年生で電力工学に関する研究を実

施している学生をチュラロンコン大学（タイ）に派遣し、共同研究を実施するプログラムで
ある。これまでにも本学からの学生派遣の実績を有する。 
本プログラムは必修科目「卒業研究」の一部として実施し、派遣学生は派遣先大学の研究室
に所属・滞在して電力工学に関する共同研究を⾏う。研究の実施だけでなく、定期的な研究
室ミーティングに参加するとともに、派遣期間終了時に開催される合同ワークショップにて
研究成果の発表を⾏う。海外の研究者（大学教員、研究員）や現地学生と交流しながら共同
研究を進めることで、電力工学の研究能力だけでなく、英語力やディスカッションなどのコ
ミュニケーション能力を向上させることを目的とする。 

2025 年 7 月 16 ⽇(水)〜2025 年 8 月 19 ⽇(火)の約 1 ヶ月間にわたって、2 名の学生がチ
ュラロンコン大学で共同研究を実施した。責任者は、同 7 月 16 ⽇(水)〜7 月 19 ⽇(土)で学
生に帯同し、研究環境の整備や共同研究の指針について同大学の研究者（Thavatchai 
Tayjasanant 准教授）と調整した。 
現地大学での共同研究実施を通して、国際的な課題として電力・エネルギー分野の技術・研
究課題をとらえ、海外の研究者・技術者と議論する能力を⾝につけることができた。また、
電力工学の研究能力だけでなく、英語でのディスカッションなどのコミュニケーション能力
が向上した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

プログラム名 2025 年度経営学部国際フィールドワーク（台湾） 

協定校名 真理大学、国立台中科技大学 

研修期間 令和 7 年 8 月 17 ⽇〜令和 7 年 8 月 23 ⽇ 

参加人数  21 名 

実施責任者 経営学部・研究科   村松恵子 
 
8 月 17 ⽇から 19 ⽇は協定校の真理大学を中心に、両校の学生交流、真理大学林冠汝先生に
よる特別講義の受講および台北市内と周辺地域の⽇本統治時代の産業歴史遺産に関するフ
ィールドワークを、両校が協力して⾏った。 
 8 月 20 ⽇から 23 ⽇は、国立台中科技大学を中心に、両校の学生交流、台中科技大学の黎
立仁先生の特別講義および現地企業訪問を実施した。 
 滞在中、名城大学経営学部の 21 名の参加学生は、真理大学および台中科技大学の学生と
ほぼ全⾏程において⾏動を共にし、⽇台の学生間交流を熱心に⾏うことができた。それは、
海外研修実施後に提出された参加学生によるレポートにも書かれており、この海外研修をき
っかけとして、帰国後も⽇台間の学生交流が続いていくものと思われる。 
 また、今回の研修を通じて、事前講義による知識を土台として、参加学生による台湾に対
する経済的、政治的理解もより深めることができた。 
  



プログラム名 ホロコーストの歴史から SDGs の諸課題について考える 

協定校名 ポーランド・ワルシャワ大学 

研修期間 令和７年８月２１⽇〜令和７年８月３１⽇ 

参加人数  ９名 

実施責任者  法学部・研究科 
 

2025 年 8 月 21 ⽇から 8 月 31 ⽇にかけて、国際専門研修プログラムとして「ホロコース
トの歴史から SDGs の諸課題について考える」を実施した。 
 8 月 21 ⽇に出発し、22 ⽇にポーランドに到着、同⽇から 30 ⽇にかけて同国のワルシャ
ワとクラクフで研修を実施した。ワルシャワには 22 ⽇から 24 ⽇までと、28 ⽇から 30 ⽇
まで滞在した。同地における研修としては、まずポーランド・ユダヤ人博物館を訪問し、同
国におけるユダヤ人が辿った歴史を学んだ。その後、ワルシャワ大学東洋学部の Michalina 
Krysiak さんによる案内のもとワルシャワの街を歩き、かつてのユダヤ人居住区やナチス・
ドイツ占領下で設けられたユダヤ人隔離地区（ワルシャワ・ゲットー）の跡地を訪れ、博物
館で学んだ点を⾃分の目で実際にたしかめた。このほかワルシャワ蜂起博物館を見学し、第
二次世界大戦末期のポーランド人によるナチス・ドイツに対する抵抗について学んだり、⽂
化科学宮殿やフルシチョフカ（ソ連式のアパート）が残る街並みを訪れることで、戦後社会
主義時代のポーランドの歴史についても触れた。 

25 ⽇にクラクフに移動し、28 ⽇まで滞在して研修を実施した。26 ⽇にオシフェンチムに
あるアウシュヴィッツ・ビルケナウ強制収容所を訪問した。同地では公式ガイドである中谷
剛さんの解説を聞きながら、ホロコーストの問題と SDGs に掲げられる「人や国の不平等を
なくそう」「平和と公正をすべての人に」といった課題について考えた。27 ⽇はヴィエリチ
カ岩塩鉱を見学したのち、プワシュフ強制収容所の跡地を訪れるとともに、クラクフにも存
在したユダヤ人居住区（カジミエシュ地区）も見学した。 
 28 ⽇にクラクフからワルシャワに戻り、30 ⽇にワルシャワを発って 31 ⽇に帰国、当該
研修の全⽇程を終了した。 
 
 
 
 
 
 
 

↑アウシュビッツ・ビル 強制収容所 
↑ワルシャワ・ゲットー跡地を巡る ↑ワルシャワ大学正門 



プログラム名  感性工学の共同研究によるグローバルエンジニア育成 

協定校名  ラジャマンガラ工科大学タニヤブリ校 

研修期間 令和 7 年 8 月 7 ⽇〜令和 7 年 9 月 11 ⽇ 

参加人数   3 名 

実施責任者 情報工学部 教授 川澄未来子 
 

プログラム名  グローバルチャレンジ研修 in Singapore & Thailand 

協定校名  ラジャマンガラ工科大学タニヤブリ校 

研修期間 令和 7 年 8 月 7 ⽇〜令和 7 年 8 月 20 ⽇ 

参加人数  11 名 

実施責任者 情報工学部 教授 川澄未来子 
 

ラジャマンガラ工科大学タニヤブリ校（タイ）を拠点に、①感性工学の共同研究による
グローバルエンジニア育成、ならびに、②グローバルチャレンジ研修 in Singapore & 
Thailand を実施したが、全員が無事に帰国した令和 7 年 9 月 15 ⽇に、派遣者 14 名で集
まり事後研修を実施した。 

遅れて帰国した院生 3 名から、現地での実験の様子や研究成果、達成したこと・苦労し
たことなどを紹介してもらい、参加者全員で共有した。また、今年 11 月以降に、タイで
訪問した⽇系企業と未来の製品を考えるワークショップを計画することになったため、同
じ学びを得たこのメンバーで参加できるよう調整することになった。今後、国際社会で活
躍できるエンジニアとして、各国の事情を理解した上で社会課題と向き合う人材に巣立っ
てくれることと思う。 

  



プログラム名 国際研修（スリランカ） 

協定校名 スリジャヤワルダナプラ大学 

研修期間 令和７年８月５⽇〜令和７年８月１１⽇ 

参加人数 ２９名 

実施責任者 経済学部 佐土井 有里 
 
８月５⽇から 11 ⽇にかけて、スリランカ研修を実施した。期間中、計 2９名全員が現地大

学の講義受講や⾃分たちが用意した英語でのプレゼンテーションを合計２校にて⾏い、また、
現地アパレル企業訪問、コロンボ港見学などしっかりと学びを深めることができた。特にプ
レゼンテーションでは事前に資料をつくりあげ、英語での発表準備を重ねてきたこともあり、
スリランカの大学たちから好評だったことは大きな⾃信につながった学生も多く、また思う
ように話せなかったことを反省し、今後につなごうとする受講者も多かった。 
 スリランカは数年前に政治の混乱と経済停滞の危機に遭遇したが、現在は急激に回復に向
け動いている。現地では発展途上国の活力とエネルギーを体感することができた。植⺠地時
代の英国、オランダの遺跡から歴史を学び、紅茶やコムのプランテーション作業も見学し、
植⺠地時代からの主要産業活動を学ぶことができた。天然ゴム等のローカル産品からの医療
用ゴム手袋製造の工業団地も見学し、ローカル産品に付加価値を加え有効利用する試みを学
んだ。 

英語に接する機会も多く、帰国後には⾃らの語学力やプレゼンテーション能力を強く意識
した学生も複数いたことも印象に残る。スリランカの学生と交流、市内見学、キャンパスツ
アー等の機会が多く、彼らの学問への姿勢。⽇本に学ぼうとする姿勢に刺激を受けていた。 
 
  



プログラム名 国際フィールドワーク（オランダ） 

協定校名 ライデン大学 

研修期間 令和７年９月２⽇〜令和７年９月 13 ⽇ 

参加人数 20 名 

実施責任者 経済学部 佐土井 有里 
 
９月２⽇から 13 ⽇にかけて、オランダ国際 FW 活動を実施した。期間中、病欠者も出ず計

20 名全員が現地大学の講義受講や⾃分たちが用意した英語でのプレゼンテーションを⾏い、
また、現地企業訪問などしっかりと学びを深めることができた。特にプレゼンテーションで
は事前に資料をつくりあげ、英語での発表準備を重ねてきたこともあり、オランダの学生た
ちから好評だったことは大きな⾃信につながったと感想を述べる受講者も多かった。 
 加えて活動では、オランダ生まれの画家、ゴッホの美術館を訪れたり、風⾞で⼩⻨粉挽き
を体験したりと現地ならではの体験も重ねた。当然のように英語に接する機会も多く、帰国
後には⾃らの語学力を強く意識した学生も複数いたことも印象に残る。また今回は、オラン
ダの大学生とコミュニケーションをとる機会が多く、講義外でも一緒にランチやディナーを
楽しんだり、ワークショップに取り組んだりと同世代の海外学生たちと楽しみながら、彼ら
の学問への姿勢に刺激を受けている姿もあった。「実際に目で見て話を聞いてその場の空気
を感じたことは、教室にいたときからは考えられないほど大きな情報をもたらした」とレポ
ートに残す学生もいたことが、今次の FW の充実ぶりを示している。 
  



プログラム名 人間と⾃然の共生を学ぶグローバル研修 
〜⽶国・ザイオン国立公園とユタ工科大学を訪ねて〜 

協定校名 ユタ工科大学 

研修期間 令和 7 年 9 月 2 ⽇〜令和 7 年 9 月 9 ⽇ 

参加人数 学生 10 名  引率教員 2 名 

実施責任者 人間学部 教授 谷口義則 
 
 

事前準備においてパスポート、ESTA 取得、ホームステイ申請書、英語プレゼン準備など
を⾏った。現地では学生 1 名につき 1 家庭にホームステイさせてもらい、⽶国⽂化に触れる
体験（全⽇程）を得た。セントジョージ市内では⾃然公園、歴史的建造物、地質的名跡、博
物館、宗教的施設などを訪問した。ザイオンおよびブライスキャニオンの 2 つの国立公園を
訪問し、ネイチャーガイドのもとトレッキングを⾏い、人と⾃然の共生方法について学びを
深めた。あわせてパークレンジャーへの聞き取り調査も実施した。ユタ工科大では同大学の
留学生センターの手厚い協力を得てセミナーを開催し、10 名全がそれぞれ準備したパワー
ポイント資料を提示、英語で発表し、質疑応答を⾏った。参加したユタ工科大学生ら 30 人
余りとも交流した。 

帰国後、参加した学生らは感想⽂（2000 字程度）を作成し提出したほか、ユタ工科大関
係者らに英語で礼状を送付した。同時に学生各⾃にはホストファミリーあてに礼状ならびに
帰国後の近況報告をするよう指導した。加えて現在 Google フォームによる研修アンケート
調査も実施中である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 1：滞在中お世話になったホストファミリーと】 



 
 
 
 
 
 
 

 
パークレンジャーの方と 

 
実際に見ることのできたリス 

 
リバーサイドウォーク，ザ・ナローズにて 

【図２：ザイオン国立公園にて】 
 
 
 



   

 
 

シマリス 

  
【ブライスキャニオン国立公園にて】 
  





 

 
【ユタ工科大学でのプレゼンテーションの様子】 

  



 
 

 
恐⻯博物館 

 
Pioneer Park(パイオニアパーク)にて 

 
ユタ州セントジョージ神殿(教会)にて 

 
Brigham Young WINTER HOME(旧邸宅) 

【セントジョージ訪問の様子】 
  



 

 
シルク・ドゥ・ソレイユ鑑賞 

 
夜のラスベガスの街 

 
ホテル・ベラージオにて 

 
昼のラスベガスの街 

 
  



プログラム名 チュラロンコン大学理学部との学術交流 

協定校名 チュラロンコン大学 

研修期間 令和 7 年 9 月 1 ⽇〜令和 7 年 9 月 5 ⽇ 

参加人数 3 名 

実施責任者 総合学術研究科 景山伯春 
 

名城大学からは教員 1 名および大学院生 2 名の計 3 名が参加し、チュラロンコン大学理
学部微生物学科の Rungaroon Waditee-Sirisattha 教授の研究室を訪問した。訪問中は、シ
アノバクテリアを用いた共同研究に関する詳細な議論を⾏うとともに、関連する研究設備お
よび施設の視察を実施した。 

また、フィールドワークとしてアユタヤ県において、高温・高⽇照環境に生息するシアノ
バクテリアのサンプリングを⾏った。今後は、これらのサンプルからシアノバクテリアを単
離し、共同研究の対象とする予定である。 
研修期間中、双方の大学院生は活発な交流を⾏い、名城大学側の学生にとっては、英語で⾃
⾝の研究内容を海外の研究者に説明する貴重な機会となった。また、短期間ではあったが、
タイの⽂化や研究環境に直接触れることができ、国際的な視野を広げる大きな経験となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


